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-写.---Il際英文

.t!---a野烹

市
内
に
は
奈
良
時
代

t
隆
て
ら

れ

今

2
f後
け
て
い
る
木

巡
の
文
化
財
建
駒
が
主
婦
も
あ

り
ま
す
・

」
れ
ら
の
彊
棋
は
き

ぴ
し
い
鳳
賓
と
多
〈
の
炭
帯
m
a
g

-

-

一百
年

T
T伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
・
そ
の
膨
に
は

福
島
初
に
付
す
る
党
人
遣
の
愛
情
L
E

修
理
を
加

え
れ
ば
何
回
で
も
よ
み

が
え
る
木
造
の
建
物
の
符
終
が
う

か
が
え
ま
す
・
血
甥
良
M
V
惟
幽
骨
ll

梼

る
こ
れ
ら
の
温
絢
を
」
れ
か
ら

縮
介
し
て
い
き
た
い
品
い
ま
す
・

一
条
通
句
t
官
官
尽
に
行
く
も
乙
正
面

長
官

E
E
i
t，』

の
門
M
r
a
宗
良
時
代
の
い
つ
ご
ろ
建

て
ら
れ
た
の
か
〈
わ
し
い
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
・
た

だ

東

大
専

の
.
の
-
-
3
の
門
が

;
:
l
 

六
二
v

k
工
事
中
で

・
・
・
2
-

j
a
l
l
 

i
-
-

f
i
1
 

i
iー

ら
れ
で
い
ま
す

1

7
i
:
 

土

一与
の
位
が
あ
句

-

d

断
定
方
向
面
方
向

)
F
E
E
-

-
困
本
ず
つ
三
列
p
h

立
も
並
ん
で
iu
ま
す
・
中
央
の
州

f
uh
 

日
t
t
E
t
;

!
旬
、
ま
す
が
そ
の
本
伎
の
列
の

蘭
側
に
合
併
人
本
の
位
が
あ
る
の

で

こ

の

よ

う

会

形

'nm
円
を

i
i
 

ん
胸
門
と
い
、
ま
す
・
人
側
門
は

平
宿
泊
の
門
の
傘
か
で
は
母
も
栴

式
が
高
〈
転
谷
門
は
八
開
門
と

し
て
は
奈
良
時
代
後
太
の
円
で
あ

っ
た
と
?
ら
れ
て

L
1・

円
の
下

1
5
R
T見

上

げ

る

と

量
本
が
一
一
つ
の
山
形

に
銀
け
ら
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま

す
が
実
際
の
栂
U
さ
ら
に
そ
の

上
に
あ
句
ま
寸
・
こ
の
よ
う
な
彫

;
 

式
'
g
ゴ
-練
直
"
と
い

vt

ま，
A

」
の
門
は
値
幅
倉
時
代
に
屋

倒
僚
を
惨
且唱
し
て
い
ま
す
・
屋
根
全

体
が
上
に
少
し
得
九
上
げ
ら
れ

衡
の
山
m
'
u
少
し
漂
く
な
り
-
・

立
搬
に
興
え
る
よ
う
i
傘
"
ま
し

L
a
 

た
・
厩
岨
慨
を
古
又
た
る

ah曹
{
径
の

-

p
a
 

上
に
あ
る
ヰ
や
肘
木
の
ニ
L
C
}

の

Eも
こ
の

i
i
Z
Eま

L
た

-ua"の

一
種
O
U
当
"
の

中
旬
か
ら
伝
え
ら
れ
た
た
山
似
と

s
i
l
--

E
円
は
・

2代
1
2金

受
け
て

しν
ま
す
が
そ
の
・
大
企

脅
か
ら

ua良
時
代
の
車
大
移
の

E
f
S復
す
る
ニ
左
が
で

き
ま
す
・

な
お
「
禽
を
舷
ず
る
」
と
い
う

ま
ヱ
と
に
縁
起
の
i
h

い
ニ
の
門
の

名
前
は

an
っ
て
ニ
の
門
の
政
に

磁
温
(
石
臼
の
こ
と
)
が
あ
っ
ヌ

こ
と

1
よ
る
と
も
い
わ
れ

-咋
-e

手
島
問
山
八
締
官
の
甥
札
で
企め
る
舷

ι
.'
 

宙喜智(乎偲沼沼)金の.御"勧綜庸孟所断に，も、九なψ
 

り
ま
し
た
@
ま
た
鍾
鑑E
&曾肩
崎
代
Pじh
冨再再

也
さ
れ
た
大
仏

E
の

's冊也隆麿点波依要の

と
‘きe

仇巴山酌

r眼也向川
Mがr
一こ」の円
l
隠創れれ

z膚碍値験願岨胴馴の俊.書膏
ιをg
〈
わ
μ吃
」
て
た
と

γL駈
A今7
伝
働
製
慨
か
ら
.
'
軍
誼
鳩
柵
門
と
も
時
ぽ

れ
て
IL』
ま
す
。

〔
奈
良
市
文
化
財
銀 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

-

候
う
】
』
と
が
大
併
さ
な
主
婦
が

• 
-
集
ま
っ
て
今
年
で
一
一↑
五
年

Z

H

句
ま
す
・

-

コー
ラ
スM
M
人

K
般
の
ハ

1
そ

日

一
一
が
犬
切
で
冨
を
し
た
り

t

H

主
I

包
め
悩
み
を
艦
畿

L
て
気
待
先

.

金
一
つ
に
し
ま
す
・
今

み

ん

&

日

で
箇
カ
し
て
来
年
同
月
に
一
行
う
な

・

ら
ま
ち
セ
ン
'
!
?
の
コ
シ
ザ
f

• 
-

ト
日
向
付
て
韓
中
で
す
・

1

H

パ

の

舎

か

i
は
「
健
胃
全
体
む

・

と
き
み
し
も
」
と
い
う
簡
も
・

• 
・

1
1
1
3ら

日

正
午
ま
で

---w公
民
館
1
集合
S

9

・

て
い
ま
す
の
で
t

循

i
厭
い
た

H

L
と
思
っ
た
ら
気
艇
に

a・
し
て

.

〈
だ
き
lv

・
初
心
符
大
飲
温
で
す
・

• 
-
Z
T

TS
T
4
5
 

• • • • • • • • • • • • • 
・

都
跡
コ
ー
ラ
ス



-粛..にT()野.東西岡町北

移
奈
良
じ
ず
む
瞬
間
局

知

っ
て
梁

し
い
身
近
&
野
山
崎

1

青
“F
E
z
-
-
l

i
--明

t
yず

え
か
ら

E
a
z聞
こ
え
て

8
2す
・
「
ツ
ツ
ピ
I
7
7
u
E
l
』

5
2
i
i
z・

ス
ズ
メ

Zし
3
1
2し

た
ぐ
ら
い
の
か
わ
ー
、
い
・
で
白

い
必
且
の
奥
ん
由

vie-漏

i・・
mar
・

9

て
い
て
思
い
事
ク

'd胃
袋

L

て
i

・
る
よ
ム
ヲ
巳
見
え
・
5

す。

シ
ジ
昆
ウ
拘
，
の
隆
志
い
山
市

大
-
e
a
Aに

nmに
で
会
主
制
訓

2
3
2
g
a
z
-

ら
れ
ま
す
・
と
』
ろ
が
量

au

E被
少
し

Eの
;
z

本
も
e
A
V
き
句
少
な
く
な
っ

f
の

で
シ
シ
ユ
今
分
，
，
也
大
変
仇
移
住

吉

E
ヲ
て
い
ま
す

そ
の
解
決
鴛
の
↓
つ
他
人
闘

が
樋
俄
し
て
い
る
幽
寝
泊
悶
で
す
厄

来

i
2
2
4す
の

で

ぷ

Z
e
i
-
-
r
E品

ゥ
ヵ
，

i'と
AV
て

格

"

の
作
宅
に
な
る
わ
"
で
す
・

た
ど
し
、
に
わ
か
に
・
-m

i
i
i
u
 

z
gぃ
f
白い

た
り
し
て
不
'
会
舵
-
R

I
t
h
y
-
-

で
す
か
ら
巣

F
fて

あ
げ
る
と

s
u
-
R歓
の

頃

a
bり
E
・
の
愚
僧

tい
こ
と
を
よ
品
ぺ

て
か
ら
冊
"
て
や
る
と
い

AV配
a-MV
B
E
-
で
す
E

a
事
危
シ
ジ
皐
今
倉
，
が

nhn

tん
i
し

ょ

:

い

令

官

duam
り
S
す

M
M
v
a
T
こ
そ
こ
・

2
2

・2
E
プ
ロ
ヲ

ク
・
帽
の
隠
聞
や
第
便
受
吋
会
ど
l

aE
巣
し
で
、
る
の
が
孟
〈
訴
・
4

&
り
ま
す
・
こ
れ
ら

u
・
市
仁

白
慨
が
展
。

τ
Sた
と
事
ば
れ
る

の
で
サ
が
シ
ジ
品
ウ
-n
・
?
に
企

2

・aZ
E
-
-

ど
今
か
わ
，
仇
し
た
ら

4.，aよ

〈

t
E
t
a
-

で
も

ζ

の
よ
う

ι人
が
・
ら

し
て
も
る
す
ぐ
そ
ば
で
野
生
の

T君
主

主

に

金

き

て

も
る
姿
金
見
て
も
る
と
"
か
.

ま
さ
れ
る
も
の
が
ゐ
る
よ
う
&
気

が
し
ま
す

a
u
r
t
w
A
イ

y
k

呼
ば
れ
る
航
代
B
m
E
L
-
-
か
今
た

み
な
さ
ん
「
阿
+
か
ら
』

uz-R

u
e
z
lよ

ユウカラ・
叉 厳 留 軍 ..石9咽掴

(日本野島の会費IHUt:lfl

-
け
い
臨
ん
悠
女
声
コ

l
ラ

スの
-mい
・
加
図
降
車
-
-

i

i

i

i

 

の
五
市
三
町
で
楢
・
中
旬
女
声
コ

ー
ラ
ス
の
み
仇
切
さ
ん
一
緒
6
コ

J

伶
ト
金
網
鼻
重
ぜ
ん
か
・

と

e
unuu品

位
γ
倹

L開

j
時

E
S
t
-

令
プ
'
a
v
，，
f
u
'
ホ
1

・b

【
肉
眼
概

i
z
E
v
i
 

-
-
s
z
z
z前

一
三
町
長

E
f
-
-
白

還
の
・
色
合
唱

・
・
舗
網
澗

ii

人
千
円

・・
・
・
切
り

5
河
川

M

'
幽
帽
し
込
み
聞
い
合
わ
曾

中
谷
さ
ん
《

-u
@
I
2
8
7
】

ヘ

-・
mm'ふ
ヘ
ル
パ
，
.
成
側
惨

と
き

8
n、.，.予

2"に
1

・A
Z
-
-
R
R鈴
f

・'mA》
は

噌川崎町周
I
2

・u咽旬
開

3

・

見
詰

'E
i
?ム
へ

ん
プ
A
寸

1
ピ
ス

--el'従
.
，
し
よ

う
と
す
る
人
p
l
・
加
入

2
・

閣
人

3
・

ω人

'
テ
牟
ス
ト

代

1
・1H9千

円

2

・1

hsf円

A
i
T
Z

i
i
E
E
z
 

f
1土
砂
パ
ー
と
し
て

E
す
る
1
・

2
・
の
金
屡
符

u

-
F

キ
λ
h
r
代
め
樋
動
綱
度
が
あ
旬

i

vt宮

市
役
扇

‘.8倒
祉
緯
ま
え
凶
市
総
会
緬

S
2
T
t
Z詰で

S
M
訓
"
ま
で
1

・同

a
aた
U
問

悔
織
舎
で

-
am-a
{キム
夢
園
調

}
R
W舎

健
闘
の
キ
ふ
チ
の
時
舎
鳴
し
ん

t
t
Z
E
T
4
 

2
2
2主
慢

し

t思

め
て
も

2
i
E里
聞

き

ま
すと

を
?
6
"
5
M
m

ロ
日
ω闘

の

a
l
-
-
3
1
2

s
n
E
Z
S
-
f
 

n町
市

-
R
・
明
納
支
所
内
】

'Z胴
2
S
L
R

-
買
刷
刊
は
自
己
陶
樋

..

.
 底調

a
r
--し
ま

昔

話

1
2
2
E
-

号

Z
E
E
-
Lて
S
月

日
3
6
2
2
2良

型

:
a
-
Z係

〔
守

ω
組
本
町

A
E

E
ω
玄
0
3

s-
へ
U
M
A、1
歓
に

1
人
臥

"
f
5
u
z
 

-
芸
術
院
宣

5
5し

i

ヂ
ア
晶

v
d，
‘
と
レ
'
リ
ン
グ
を
た

t
〈季語

E
F概
念
耐

i
i
i・

8

5
M
H
U
;月
日
目

の
毎
週
土
・
B

主
2
?
5時

V

と
と
号

号

E
E草

m
v
・2
R
T
F門

-E
T
E
し
ま
:

は
H
F
・
-
に
健
婦
、
民
仇
.
事
前

-
金
且
眠
副

mm友
の
会
医
寝

側
演
会
と
梱
飯
倉

号が

A
E
t
i〈

亙
し
い
姐
.
慨
を
も
っ
て
肉
分
の
割

気
ι
吃
置
す
る
H
簡
で
岡
S
霊
す

と

e
snuH佃
句
後

1"

t
a
-
ma予

・
と
こ
る
?
県
社
会

‘位置・
A
W
L
t
ン
'

l

A
橿
原
市
-

E

，
肉
，

.m
・マ

「
隠
原
網
と
寓

A
T
W
E
2
5明

E
「

E
2
i
i

tl'j』

dAHE'

P
A
T
t
t
t
s
 

ん
昼
間
の
の
み
bn』
・
加
暢
内
副作

E
2
2
7
4ょ
E

'
網
厳
金

-.
.
 
，
網
騎
鼻
会
M

u
a冒
鈴
代
m
R
A
-
a
m
会
会
員
以

保闘

E

E--
u合
わ
む
?
同
会

ara支
・
・
・
・
昌
司
の
ゆ
轟
町
長
ん

-E皇
陵
町
九
、

倉
0
7
4

;
e
i
-
-午
後
品
、

'"-へ
-
陣
演
金
「
7
力
闘
帽
で
隠
そ
う
」

と
を
?
S
M
M
H
W
乍
後

2
時

;
1
:
5
2

・

2
2
2町

1
1

ミ
リ

6F)
・
肉
曹

鶴
諭

A
U

・
宵
屋
支
境
情
究
所
代
表
a
喝
事

の
則
廃
・
5
ん

.

.
 組
制

偲

組"

・・
闘
い
-aわ
曾
;
E
0
6
3

1
1
1
1
2
 

zm
闘
何

e・
e
・で

• I“一



二条大路爾丁目 ，-，・お知ら包市役所n34-1111伺〒630

5
丹
市
目

1
引
回
以

E

軽
自
勘
a
・税

行

政

園
特
別
土
地
悟
有
税

(率
直

8
年
度
分
)

園
田申
告
制
付
聞
圃
隊
長
b
同
引
自
で
す

【由申
告
の
必
慶
忠
人
]

保
有分

断
初
“
年

1
M
l
日
以
降
に
取
得
し
た
士

言
語
が
5
3
2
1
昭
和
制

?
?
日
以
降
i
Z
し
た
土
地
の
理

は
す
ば
上
・
(
市
街
化
調
書
波
ー
を

Z

E

E

-

-

A

R

Z

V

 

甫
街
任
医岨
喝の
縛
例
制
障
室
=
標
有
ぎ

の
昭
和
"
e
I
R
2
目
、
開
靭

ω館内unhM

H
4
取
得
し
M
の
七
旭
の
蘭
雄
閣
が
m
m
d

か
ら
5
i
γ
d
k
a
R
⑦

M町制
引
今
l
n
l
目

、
町
z
f
f
E
Z
し
一
屈
の

ムヱ
泡
の
蘭
柵
が
剣
d
か
ら
平
ポ
ム
本歯
$
観

E
T
月
:
目
白
平
成
品
目
立
u
t

取
得
し

一理
主
型
車
検
が
加
d
t

L
T
4
4aa
 

t
t
b
?
?
?
日
現
在
傑
前

し
て
い
る
人
・
?
;
市
役
所
E

E

へ

?

で

〈

i

園

一
世
麿
棄
咽
処
理
業
と

園
浄
化
緬
清
掃
業
白
許
可
申
間

一
2
5
2
書
評
を
受
け
よ
う

と
Z
K
2
5
3
献
し
て
〈
犯

さい
・

{E

m
嗣

F
e
E
E
い
て
院
に

3
I
以
上
市
内
に
作
所
正
人
凶
量

i

i

i

f

f

 

y

T

A

に

佐

F

2

4

2

5
E
Z
L
事
る
入

【
剛
院
期
同
日

s
n
l
目
、
引
日
午
前
9時

(
全
期
)

お
よ
び
閤
定
量
産
税
都
市
計
画
税
{
第
1
期
}
の
納
期
で
す
・

正
干
午
後
1
時

‘
防
(
土
臼
・
日

お
よ
び
侃
日
は
除
く
}

白血
甲
崎
・

E珊
】
①
市
平
副
.
，
⑨
場
建
網
-

m花
穂
酎
肩
関
-w
伺
醤
民
家
妙
本
A

訟人

は

主

ま

た

は

E

l

i

-
本
)
⑦
-
m
u
g
-
-
{
訟
人
は
役
伺
の
偽

情
お
よ
び
m
u
s
・
，
)
⑥
山
平
副
首
の
印
能
恒

明

A
怪
人
は
代
表
名
の
印
s
a
u証
明
)
⑦

後
禽
員
包
帯
命
延
却
施

e
処
分
施
霞

z

i

i

f

i

 

慣
の
平
島
図
お
よ
び
付
近
の
M
見
取
図
⑨
￥

の

骨

5

2

品

2

2

1

1

3

2

2

1
受
け
よ

i

人

;

1

1

2

i

E
備
し
で
〈
2
ぃ
.
2

品

E

は
環
境
Z
F
E
z
i
r
-
-

〈
わ
し
く
は
向
縁
(
由
化
事
E
j
u
二

宮
⑬

3
0
0
1
v
、
.

一市
営
室
町
入
喜
を
霊

i

i

i

i

 

-了
u
v
の
第
一
穐
住
宅
2
戸
第
一
睡阿佐

?
戸
Z
主
2
2
S
白
一
丁

U
}
の
銃
一槽
住
宅
3
n

'
m
し
必
み

受
付
U
S
M
昔
、
官
Z
君
"
日
圃

申

込

1

2

i

z

E

念

E
Z
で
5
月
日
目
、
昔
話
L
ま

す
・〈

7

2

2

i

へ

・

園
同
相
聞
圃
啓
尭
ポ
ス
タ
ー
と

園
槽
語
を
募
集

j
へ

z
t
i

f
f
i
し
た
作
品
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い

【
ポ
ス
タ
ー
m
門
一

①
小
山
中
チ
舗止め
鶴

霊
成
人
の
‘
(
高
綬
金
大
学
生
含
む
)

'

周紙

同
つ
切
句
周
期
級

V
E
M旬
自由

【帳価指包門
-
@
中
学
金
の
部
@
歳
入
の

aE
(
高
校
降
、
大
学
e
AYむ)

-マ作
且取

は

が

き

F

l

i

t

-

2

5

内

t

i

l

p

-
E

U

Z

i

E

氏

名

品

手

苦

学
信
号
)
e
-
L
て
小
中
写
生
の
‘
は

5
H
幻
目
撃
で
l
人
幽
恒
常
旬
発
セ
ン
タ
ー
(
・7

ω
佐
保
台
園
町
一
-
開
l
士
一

宮
⑫
Y
5
1

0
V
へ
・
成
人
の
憶
は
6
u
n
3
日
e
e
で
l

県
例
制
対
館
線
{
宇
品
切
畳
大
路
町

宮
@
y

l
O
L
}
、
.

なお

iの

t
u
t
-

M
L
昔
話
剣
と
L
て
量
L
2
1

-
5
月
沼
田
は

『市
民
体
育

園
大
会
」
で
空
通
閣
制

Z

E

言

語

1

3

i

E

6
聞
か
れ
ま
す
@
緯
合
開
会
式
会
場
の
渇
ノ

E
契

a
g
i
t
-
-

カ
f
制
と
な
り
ま
す
の
で
世
帯
で
の
来
場
は

濫
け
て
く
だ
さ
い
J
Z
望
号
室

内ll
っi
も
て
は
一
ず
レ
ド
ー
ム
(
曾
0
1
8

0
I
9
9
7l
O
0
3
}
で
案
内
し
ま
す
の

で

利用
し
て
〈
ど
さ
円

園
児
童
手
当
受
輯
由
対
象
と
怒
る

圃
所
得
年
度
が
変
わ
り
ま
す

i

i

t

!

?

 

品

型

車

の

E

3

7

2

2

に
衰
t
i
m
3
2
E
2
の

に

t

s

け

て

い

f

i

i

衷
へ
E
L
で
く
だ
き
い
3
1

里
見

f

z

し

所

得

目

望

君

主

Z
需
に
徹
也
し
ま
す
た
だ
し
i

E
は
現
在
軍
E
S
E
-
の
で

1

だ

い

4

1

i

T

に

3

5

1

i

し

ま

す

!
i
f
j
 

i

z

・
i

i

E

E

保
険
な
ど
)
ド
ト
創
入
し
て
い
る
場
合
に
限
月

所
得
制
限
積
め
を
鎗
?
え
て
i
h

て
も
⑨
め
値
圏

内
な
白
書
と
し
て
手
五
受
け
2
1・

{栓
G

こ
れ
は
去
与
の
桶
得
制
限
額
炭
で
す
・

(E
千
円
)

..~山晦 1 '"

-.. ②'"得崎 鋼隈'cR u 所. eのa，換綾z 』‘

". L蜘 。人

， .. L踊 1人

永田 '"過 Z人

..，胡
2‘. 3人

..，同 ，.術 4人

...盟 ，~ s入

市
で
は
宮
事
な
ど
の
E
f

z
h
支
給
1
2
草
書
事
ま

っ
Z
と
お
り
募
集
し
1・
量

E

Z

i

i

I

i

i

・

【
Z
喜
一
軍
基
2
6
定
め
る
高

等
宇
綬
高
等
宙
専
門
学
校
短
大
大
学

{
大
学
院
を
除
〈
)
に
草
し
て
工
人
・

2

L

V
規

E
Z
T
必
え
て
事

L
て
」
ー
を
除
く

q

官

官

官

T

T
R
1
日
以
降
引
き
鍵
台
市
内
に
E

L
生
活
保
雪
量
字
る
5
5

1

必

お

む

ね

え

量

1

4

2

1手帳

T
a
i
-

-a持
し
て
い
る
人
f
g
Z
2

2
に
聖
す

i

【
支
繍
金
額
】

高
校
生
5
千
門
大
争
生
7

L
T
円
(
月
額
)

一-
し
込
み
】

印鑑

見

事

A

Z

t



二条大路繭一丁目，-，お矧5ゼ・市役所n34-1111側 当1'630

市役所内事務室の変更について
平成B年4月 1 日付け楓禍曹情に伴い、 ~の回樟の事璃賓が新たに配置&~董堕芭れました歯

電路について，，-市檀商代書 (34)1111以外I<:~但直通電顕著阻置しています.

位 置 .m番号
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{直通)
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企 園 • 際 中央槽4開 35-3657 

世 界遺産量 昂 推 量 話 北棟 6蹄 34-]唖67

個中住 理境藍帽 .所 "'樟 6階 34-1974 

女 性 政 負官 課 Jじ棟 2階 33-693円

健 思表 増 進 限 中央樟 l陪 34-1978 

東 $ 下 水 進 録 中央樽 Z陪 36-5522 

.‘年指導セ :- ';1 - iヒ樺 6暗 33-1282 所在蜜更

." 34-5845です，

自
動
車
税
の
納
付
期
限
隠

5
月
引
自
で
す
。
く
わ
し
く
は
照
自
動
車
税
事
務
所

ー
ポ
の

i
iし

vEE

i
iの

わ
か
る

A
i
E

主えて

5HEAlE市
役
所

i
J
a
z
z
-普奨
学

き
ど
き
け
て
も
る
入
品
買
で
す
・

催
し
• 
教
室

一
と

e
a
H
6
a
t
n月
末
日
子
宮、

羽

日
間
一
同
時
間
)

・
と
こ
ろ
?
市
役
所

f
4
4
1
7
A室町〕
3

・2
E
E人
初
人
・
言
終
了
後

i

iー
と

し

で

自

主

主

だ

i
・

5

官

Zし
ま

市

社

員

告

訴

会
備
え
付
け
の
ゆ

L
t
Eで
5
3目

車

両

員

会

、

.
多

い

功

会

見

毛

圃
サ
ン
・
ア
ピ

υテ
ィ
ズ
串
良

7
i
T一

圃

脅
の

U
7
7
5
F
A
X
@
0
ヲ
?
3

パ

E
t
i
s
-甘

か
ら

i
官

2
2曜
日
午
後

6

里

i
t
's
=
t
E
2
 

2

2は
穂
子
で

5
7
2者

{
学
生
品
加
で
き
ま
せ
ん
・
た
だ
し
穂
子

の宮

2

5
5
普
鎗
ン
ユ

ー
ズ

1
;
5
・
保
険
剥

1
入

閣
内

-v

・e

旬。
i
;
S
R
8日

鋼
子
修
復

【盲
学
年
I
V

と
管

一5
R

H
目
、
;
日
目
の
毎
週
土
・
日
(
た
だ
し

』
i
u
官

民

き

午

後

2

守
3

防

'nm
E住
住

吉

小

?

等

生

t
2
4
2知
的
障
害
児
と
そ
の
家

5
2
2
=
上
限

:
z

(
包

@
7
2
4
3
)
へ• 

ど

--
保
積
創刊

1
家
篠
閣
内

掴親
子
修
錬
《
高
学
写
E
】

と

曹

5
月

H
i
-
-
EL
 

6
月
1

E

n
日
は
体
-m)
午
後
4
凶
時

1
5

"
z
m
E
住

2
2
2

?
Z
E
E
S
1
iの
Z

Mm
家
民

-マ婦
ち
栴

上

梶

夕

方
tw
な
ど

'E
m
i
E鴎
円

観
字
像
憐
A
Z
E
g
e
)
と
管

5
肉
H

目
、
7
月
日
の
富
士
咽
日
(
た
だ
し
6

R
1
日

n
M
U
U休
嶋
)
午
後
3
崎
、
.
時

z
a
E伎

2
2掌
1
4

i
E
Fと

そ
の

z
t
-

持
ち
切

上
積
、
タ
オ
ル

&
r

v
爆
破
科

-
家
鉄
閣
内

一
@
し
込
み

-
uが
き
か
電
量
で
住
所

z
k

j
i
-
-

拠
(
パ
ド
ミ

f
E主
」
で
里

ン

タ

ヘ

・

一
応
急
手
書
E
講
習
会

+大λ
切
忽
.
命
聞
を
"
う
@
同
惨
砂
'
あ
@
"
悠
暢
た
で
す
.

i
i
iマ

Jj
ツ

Jf!;
守

?:;;
IL;;ン=言;

な

z;;
ど

zi
の
E応

草

2覚
Tえて:も
tら

fと
ま

と

2お

恥りリ旗宵
会
を
開

と

?
i
目
日a品捌
昔
岡
官
の

t
b
I

も

4午
z後

?l品時?1i4品防
.
とさ亭

i」=苧
防E災2セ

ン
タ

l
(
λ&粂禦孟
丁
"M伺)

-''
定
且偏関

伯掬m
人

'
肉
'曹市
;ij;j「心4
.
&
生持訟賞砿向1

大
幽
血
時
の
止
血

拡

t&ど

E
E
昔

zし=込

Lゐ"

閤
い
曾
わ
旬

他
府
育
会
史
範
の
前
回
ま

でに防災??(
宮中1
0
6
)

へ-

f
Z
U
1
 

言

種

グ

ル

ー
プ
会
ど
の

ztss

j
j
iし

て

い
ま
す



市嘗伊軒n34.1111げ匂干630 二条防護霊扇 了目 1-1・お矧5也

!ij;;1211jjjj!!iii ;jjj!1jj13 
jiiA5Yi1215iiiiij働 !?
. 午 受 てイウ ー へ射の 1:11 !ll i' .ら 削 d:;: "て 智駐 ，が奮所 計

::;主ii!?32:i語:!iHESt84jiiije品E;i里ii
志 ス円かな.，品 lま TE供 ιFE A清 FE館空 1tζ雪Eま 1め年一包

ii;i:1!32!iiif詩lii品川俊iiE1iEi
iii!;;; lも ?iii!?iii臨謝皇iiji;AERTL6 U21141.1EE--E 司"九日

ム 見
間 1日 - ，田市担圏全国本遭遇聞にち包み

粛の重曹忽格調民水源でおる比事姐ダム(三温無名.甫内〕

の建盟事塩見学会を開きます.

Iとを 16f16!l附午嫡9時事~午後4鈴頃

1・含崎町 午・9時半(時間厳守}

，.台湾南1布役所6開'"庁

{コ ス}市役所→比奈加グム→泊谷Aし孟うぷ剛{鍾会)

→近鉄奈良駅前→市役所(パス利用)

l定 員 1M人
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【侵蹟責繍}
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..W AI 閉山4f121lから制的年刊Je
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3!1 J;$接見込者を含む}
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511 8!醐、"岨
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二象大筒爾一丁目， " ， 

冊センタ

豪良R診療所

奈良保健所
ーナー同一コ

帥一の
町一康

問一健
'"写叫1・"嶋崎入肘肝酬

で曲酔掛か"入1:，，)j開制F
.. ーして〈だ昼、

.，予防織慣を受ける同町1:1:ff防鎗慣と

子どもの健康jをよく桟んで受けててだち

い.r予防縛穐ξFどもめ健康JHhて

崎川崎同州醐同酬叫ぴ

"削桝穫で岬f取川出

〈主田倉について〉

平成 5~'!H5 日以前1: '"主犯た fでA・
同時肘人"録f-..r眠時蜘

弘柑柑悼窓口 ... 唱"問

t昨・."尚一正午 Hζる…保健.ν，

・軌跡…闘でl棚健康問

室親

へ.

母

か5だの悩みよる守相政

{聖人制法晴づく成人制醐

..1引て愉みのゐ<.).，1:ご酬〈
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す $量"値喰手l1li:0;減Lします

."…刊"目指午後 1肘一川 ・
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明"lIi!1̂-.
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~ 1::1!--' 511'叫後2時一川 H
ころ 馳師会庁'''''''-1:;<'ー {極限

納町f ..074~2⑧8 5021 ・
圃晴出 ー馳師会内帽附抑緬

鴎きん I .. 01~4L乙 65021'、

輔回目とも傑恒センター

膚 がん
岬.'喝酬.です.

"す.---JliilIH:'町人{経凶，:11*< I ・
憂慮属---)'-6'1・置は臥I刑 羽・叫よと盆

時四ttKllll!t・-“(ホ
L込刷。L仰を】 同し帥 闘

で5112011まで山市役所健康増量..へ.

2参繍
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・間四時髭胴 l一条刷 7目

fHU'師 時"♀"'
時四回 附小児科 暗 闘何十

休日-"，本日 復旧午後零除皐-6Jt-*
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道町付ので温崎金持ョて恩師同

凋1:lr争 犠棟四，予約L予惨事をもら令

て〈沼郡、 .

"の悶 1:1: 通知'と>診察 母子健康

晴金持って 7どもの帥相川〈わ

~'<' A~<断日間ふ

姐知・が"と受けられまぜん仰で平

"“，'" 1<'"凶川
思L

成人歯科健厩絹桜
桝医師刊援こ町村.

むL・.歯何'・. λれ・，どS包口に関

する岨~t .， I， ~A【刷t 酬して〈

だ吾、

・とを…5月l凶 ι... TiII'1I尚一正午 ・と

とろ 保健センター 岬 哨);1，1:0>;

人とその師 同し曲一 間 判 断

..増温海へ.

乳がん自己犠惨逮鶴習会
.がんばれ帥でも附で見削蝕

.. と"て与捌鍵見ができます.マ"

ーしまぜんかa

・錦織…市在住..飽

の
由
開
簡
隙
お
早
め
に

問
い
合
わ
包
は

川町

?川，"'j
崎市川

豊Zれめ千

市民のみな日 制した醐保健サーピス 叫 憐

する凶訴しくr..幡町ができました.この課で

ほ 今まで術生震が行っていた.僅健康鯵盆や母子保健

輔叫句跡、付.l:"!"t'捕に酬して〈問ぃ.

也由也也時間

ft 
経.，ん闘士で喰し<;!I ~し eぜA か

.錦織ー刊日刊 "jjで原則として・

聞できる初町人 岬し帥 …往

復"炉~1: tt樹氏銘年・電倣.砂

凶畠予定目 「傍観..，穐鐘，.，て5

".日aでに市酬1f:.ltIUitへ.~"1I 
含"制.

e舟

~ 1::1!"""'月叫市
彼
南
兜
麗
慨
へ
. =主に聖人標..健 偲子保信..

t紡開l!iiIJ..')ハピリ

{中央棟 1幅 }

b各種健康診1': t>..A"予防などの健康酬 t健康輔 t叩 総

"児健康相殺など@子保健事業 ，織衛隊種事告の医集循助事..ど

緬..値血岨温甥

= 主 に 予 防衛生・m 環境衛生・.".増と 火 陣・に罰する こ と(東纏， .)  ma.・E盆 隈

C市立問山岡崎附削酬応酬開肝i閑

内t智恵・t
"堅調食痢予防事業，繍被tfR.検診，予防篠種



止区域が自
新たに指定されます

近鉄西ノ京駅周辺に5月1日かう
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全
で今回揃定される自転"等依慣~，ト "竣

市では 政世自転車等を会くすため紋a霊祭止区波を鉄道の主要駅周辺に設けてい

ます。
近鉄西ノ思駅では、駅周辺への放置が急増したのに伴い

を政置祭止区域に指定します。
その他の駅周辺は従来週りです。

みなさんのご協JJを必聴いします。

編 集 後 10
今年の刷費匹、、川 ゆく体冒捕すことが割 勺た.反薗 筏の縄調柑〈飾、たのは京穫のお糾Fかも しれない.

『ほとと さす 白歯自在に間<，'1'，1;1 itt喧三県に 豆腐が二唱』と，.うけれど風混と体々 を両立Lたいものです.(A) 

豪華ヨL<弘次訴，.撃掛 を鍵開て'"す

5月1E!から同駅周辺
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